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研究成果の概要（和文）：  移民コミュニティの言語実態を調査した結果、在日コリアンでは来日時期や民族学校の種
類によって言語使用状況に違いがあること、同時に共通点も多くあることが明らかになった。在独トルコ系コミュニテ
ィでは、一世か否かのほか性別も言語使用に大きな影響を与えていること、移住後数十年が経過してもなお、本国の言
語と移民の言語の間には細部に亘り共通性が見られること、などが明らかになった。これらの調査結果から、「移民言
語」というのは、従来考えられていた複数の言語の混合体というよりは、複数の言語の要素を保持しつつ、それらを能
動的に選択するという、言語使用のありかたであることが明らかになりつつある。

研究成果の概要（英文）：  One of the major findings in our research on Korean immigrant communities in Jap
an is that the use of language differs among the type of ethnic schools and the time of migration to Japan
. Our research on Turkish immigrant communities in Germany reveals that not only generation (1st or not) b
ut also gender effect on the use of language and that there are common features observed between the varie
ty of the home country and that of the immigrant community after a decade of migration. Our research on Ir
ish communities has confirmed various aspects of contact-induced language change. Based on the findings, w
e have concluded that immigrant language is not a complex of languages spoken in immigrant communities. Im
migrant language, instead, can be referred to as a manner of the language use, in which speakers retain li
nguistic features of given languages and make active choices of the features.
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１．研究開始当初の背景 
 
地球規模での人口移動は、いわゆるグロ

ーバリゼーションの影響で、近年一段と活
発化している。Appaudurai, A. (1996) 
Modernity at large は、このような大量人
口移動をグローバル・エスノスケープと呼
んだ。日本もまたグローバル・エスノスケ
ープの流れの中にあり、外国からの移住者
が急増していることは周知の事実である。
このような移動により、人々は必然的に母
語や移住前の生活言語とは異なる言語と
出会い言語接触が起きる。言語接触をめぐ
ってはWeinreich, U. (1953) Languages 
in Contact 以来、さまざまな研究が行われ
てきたが、この分野は上述の現状を反映し、
前世紀末からとみに盛んになっている。こ
のことは、Chambers, J. K., P. Trudgill 
and N. Schillling-Estes (2002) Handbook 
of Language Variation and Changeが「方
法論」、「言語と社会」等と並んで「接触」
に１セクションを割り当て、言語接触に関
する包括的なレビューを数編採録してい
ることからも明確である。 
このような潮流の中で、本研究課題のメ

ンバーのうち３名（日比谷・林・生越）は
2004年度から2006年度に科学研究費基盤
研究(B)(『移民コミュティの言語の社会言
語学的研究』)の助成を受け、国内外の複数
の地域でデータを収集・分析した。その研
究成果は、学会や国際シンポジウムなどで
報告されている。これまでの研究を通して、
在日コリアンとドイツのトルコ系移民の
言語に共通の特徴が見られるなど、新たな
知見が得られたが、各コミュニティの言語
状況についてさらにデータが必要である
こと、結果データと言語政策との関連性に
ついて分析が必要であることから、さらに
マーハ、平高（2010年から嶋田）をメンバ
ーに加え、本研究課題に着手した。 

 
２．研究の目的 
 
(1)世界各地の移民コミュニティで収集した

データを分析し、その結果を比較すること
により、移民言語に見られる普遍的な特徴
と個別的な特徴を明らかにする。 

(2)データ分析の結果とその背景にある各国
の言語政策との関連性を探ることにより、
移住と言語をめぐる諸問題を包括的に検
討し、言語接触の社会言語的諸相を明らか
にする。 

 
３．研究の方法 
 
(1)フィールド調査によるデータ収集 

全般的な言語使用状況と使用意識を把握
するためのアンケート調査、談話データ収
集と詳細な使用状況、使用意識を把握する
ためのインタビュー調査、参与観察によっ

てデータ収集を行う。データ収集を行う移
民コミュニティ、および調査担当者は以下
の通りである。 

①日本のコリアンコミュニティ（生越） 
②ドイツのトルコ系コミュニティ（林、平
高） 

③カナダの日系コミュニティ（日比谷） 
④アイルランド・イングランドの移民コミ
ュニティ（マーハ、嶋田） 

(2)言語政策資料等の収集 
フィールド調査の対象となる地域の言

語政策に関する資料を収集する。特に、言
語とアイデンティティーの関係について、
ヨーロッパにおける関係資料を収集する。 

(3)公開の研究会と研究打ち合わせ会議の開
催 

当該分野で業績をあげている研究者を
招いて、研究会「移民コミュニティ言語研
究会」（のちに「東京移民言語フォーラム」
と改称）を開催する。また、研究代表者・
分担者が集まり、研究の進展状況と意見交
換のための会議を行う。 

 
４．研究成果 
 
(1)フィールド調査等によるデータ収集とそ

の分析 
移民コミュニティの言語の実態を把握

するため、在日コリアン、在独トルコ系コ
ミュニティ、在カナダの日系コミュニティ、
さらに在外日本人コミュニティやアイル
ランド英語の話者などを対象として、詳細
な言語構造と言語使用のデータを収集し
た。 

①日本 
・在日コリアンの言語使用について、朝鮮学

校での授業参与観察とアンケート調査、韓
国学校でのアンケート調査を行い、データ
を収集した。データを分析した結果、朝鮮
学校の生徒の場合、学校ではほとんど朝鮮
語であるのに対し、家庭では日本語がほと
んどであるなど、ドメインによって朝鮮語
の使用割合がかなり変化するのに対し、韓
国学校の生徒は、ドメインによる変化が少
ないことなど、通学する学校の種類によっ
て言語使用状況に差があることが明らか
になった。同時に、来日時期や学校の種類
の違いにもかかわらず、目上の人には朝鮮
語を多く使用することなど、多くの共通点
も見いだされた。また、言語習得の面では、
朝鮮学校の初等 1 年生は、自分の言いたい
ことを言う場合に日本語を多用するのに
対し、2 年生になると、朝鮮語で言えるよ
うになることが確認できた。 

・日本のベトナム系移民について、神奈川県
大和市、横浜市において、談話データ収集
を行った。 

②ドイツ 
・ドイツのトルコ系コミュニティについて、

ベルリンでのアンケート調査、談話データ



収集・文字化などを行い、特に、モノリン
ガルとバイリンガルのトルコ語話者の間
の、トルコ語指示詞の用法の違いを明らか
にした。 

・ドイツ語習得の観点から、ベルリンの日本
語母語話者のドイツ語談話を収集し、トル
コ語・イタリア語など他の言語を母語とす
る移民との比較対象を行った結果、本格的
なドイツ語学習を行っていないにもかか
わらず、かなり高度なレベルのドイツ語を
駆使している話者が少なくないことなど、
彼らの特徴について探ることができた。 

・ドイツの社会統合政策で重要な位置を占め
ている統合コースの最近の動きをとらえ
るため、統合コースの実施機関や学校を訪
問し、移民やその子弟に対するドイツ語教
育の実態を調査した。 

③アイルランド 
・アイルランド・イングランドの移民コミュ

ニティに関して、アイルランド南西部で言
語使用およびアイルランド英語に関する
フィールド調査を行い、とくに当該言語と
クレオールとの連続性について考察をま
とめた。クレオールや言語交替変種など他
の接触言語との比較によって、移民言語の
性質を接触現象とコミュニティ環境の面
から検討し、研究発表を行った。 

・アイルランドにおける母語意識について、
現地の高校で母語の定義、それに対する意
識に関する調査を行った。さらに、比較の
ために東京の大学において同様の調査を
行い、その結果を分析した。 

④カナダ 
・日系カナダ人の言語に関して収集した自然

談話資料の再分析を行い、ヴァンクーヴァ
ー、トロントなどのコミュニティにおける
日本語・英語の言語接触とそれによる言語
変容の諸相を、同地域の他の移民コミュニ
ティ（中国系、イタリア系等）の状況と比
較しつつ、明らかにした。 

(2)言語政策資料等の収集・分析 
特に、ヨーロッパにおける言語政策資料

を収集し、言語教育や言語意識との関係を
分析した。 

・国家・コミュニティにおける英語の機能と
言語政策における英語の位置づけに関す
る文献・資料を収集した。 

・言語とアイデンティティーの関係について、
ヨーロッパにおける「母語」「母国語」「多
言語／多文化主義」という概念に関する言
語意識調査の結果や歴史的文献（文学、精
神分析論、哲学など）の収集・分析を行い、
その成果を論文として発表した。 

(3)研究会の開催と研究打ち合わせ 
 本研究課題で得られた成果を発表したり、

や関係する分野の研究者を招いて意見交
換を行うために、研究会および国際シンポ
ジウムを開催した。 

・2011年5月にカナダからJames Walker氏と
Naomi Nagy氏を招聘し、本研究課題のメ

ンバーも加わって、第１回の国際シンポジ
ウムを開催した。2012年2月には、ドイツ
からMartina Rost-Roth氏とBernt 
Ahrenholz氏を招聘し、本研究課題のメン
バーとともに、第２回国際シンポジウムを
開催した。 

・従来から行ってきた研究会「移民コミュニ
ティ言語研究会」を発展改称し、2010 年
に「東京移民言語フォーラム」を発足させ、
合わせて 13 回の研究会を開催した。この
研究会での発表がその後の国際学会での
発表や、学会誌論文の執筆につながったケ
ースも多々あり、大学院生など若手研究者
の育成の場にもなった。 

・2010 年、2011 年、2014 年の 3 度にわたり、
「在日コリアンの言語」に関するワークシ
ョップ、研究会を開催し、研究成果に関す
る討論を行うとともに、研究者のネットワ
ーク構築に努めた。 
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